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樫
や
ん
奮
戦
記
②

　
０
８
年
１
月
、
こ
う
ち
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談

は
７
件
（
昨
年
も
７
件
）
で
す
。
内

訳
は
、
解
雇
問
題
が
４
件
（
男
性
２

名
、
女
性
２
名
）
、
労
災
問
題
１
件

（
女
性
）
、
年
休
取
得
問
題
１
件
（
男

性
）
、
就
職
紹
介
依
頼
１
件
（
女
性
）

で
し
た
。
１
月
の
労
働
相
談
で
も
解

雇
事
件
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
４

件
の
解
雇
相
談
の
う
ち
１
件
は
倒
産

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
あ
と
の
３
件

は
、
相
談
者
か
ら
の
話
で
共
通
す
る

点
は
、
い
づ
れ
も
パ
ー
ト
な
ど
非
正

規
に
雇
わ
れ
た
労
働
者
。
解
雇
理
由

を
聞
く
と
、
使
用
者
が
完
全
無
欠
の

勤
務
を
求
め
て
お
り
、
相
談
者
が
体
調
不

良
や
ケ
ガ
治
療
で
休
ん
だ
こ
と
な
ど
を
嫌

悪
し
、
感
情
的
に
解
雇
を
す
る
と
い
う
単

純
・
悪
質
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
解
雇

は
、
労
働
基
準
法
第
１
８
条
に
違
反
す
る

解
雇
権
濫
用
に
あ
た
る
事
例
で
す
。
こ
う

ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
「
た
た
か
う
、

あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
」
と
い
う
立
場
で

労
働
組
合
加
盟
を
進
め
ま
し
た
が
、
い
づ

れ
の
相
談
者
も
会
社
を
辞
め
る
こ
と
を
決

意
し
、
組
合
加
盟
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
使
用
者
の
身
勝
手
な
解
雇
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
改
め
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

並
の
解
雇
規
制
法
の
制
定
を
求
め
る
た
た

か
い
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
労

働
法
制
の
拡
充
を
求
め
な
が
ら
、
相

談
活
動
を
活
発
化
し
、
組
織
・
組
合
員

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
家
族

・
知
人

・
友
人
に

　
　
↓0120-378-060
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全
労
連
・
県

労
連
の
組
織
拡

大
に
あ
な
た
の

力
を
！

　
高
知
県
労
連
の
運

動

の

基

調

の

一

つ

は
、
県
政
の
課
題
と

真
正
面
か
ら
向
き
合

う
こ
と
。
そ
の
最
大

の
問
題
が
、
地
域
の

衰
退
と
崩
壊
。
こ
れ

を
ど
う
食
い
止
め
る

の
か
。
３
月
１
日
に

計
画
し
て
い
る
「
地

域
再
生
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
そ

の
一
環
で
す
。

　
県
人
口
は
８
０
万

人
を
割
り
、
将
来
６

０
万
人
を
割
り
込
む

と
い
う
推
計
も
。
人

口
減
少
は
、
県
外
流

出
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に

よ
る
自
然
減
へ
（
生
ま
れ
る
人
よ
り
亡
く

な
る
人
の
ほ
う
が
多
い
）
。

　
構
造
改
革
路
線
と
三
位
一
体
改
革
で
、

地
方
特
に
中
山
間
地
域
を
抱
え
る
高
知
県

な
ど
は
最
大
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
大
川
村
に
は
コ
ン
ビ
ニ
は
来
な
い
」

と
中
央
委
員
会
で
提
起
し
ま
し
た
。
大
手

資
本
の
コ
ン
ビ
ニ
は
２
１
１
店
舗
。
そ
の

半
数
は
高
知
市
内
に
集
中
。
大
川
村
に
あ

る
の
は
、
郵
便
局
と
Ｊ
Ａ
の
支
所
。
地
域

を
支
え
る
要
件
は
何
な
の
か
。

　
そ
う
い
う
視
点
で
、
自
分
た
ち
の
職
場

で
あ
る
学
校
、
郵
便
局
、
保
育
所
、
病
院
、

役
場
を
見
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
企
画
で

す
。
そ
し
て
、
シ
ン
ポ
後
に
は
、
県
労
連

と
し
て
の
地
域
再
生
た
め
の
政
策
を
策
定

す
る
計
画
で
す
。

　
今
年
の
秋
、
来
年
の
春
闘
時
期
に
は
こ

の
よ
う
な
シ
ン
ポ
が
、
地
域
ご
と
に
開
催

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
労
働
組
合

が
、
地
域
再
生
の
核
に
な
る
、
そ
う
い
う

運
動
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

3/1シンポを成功させよう

２
月
２
７
日
か
ら
２
９
日
の
行
動
は
、
春

闘
の
前
段
行
動
の
位
置
づ
け
で
す
。

高
知
県
労
連
は
、
こ
の
貧
困
撲
滅
春
闘
の

柱
と
し
て
地
域
再
生
と
若
者
雇
用
の
２
つ

の
シ
ン
ポ
を
計
画
し
、
社
会
問
題
化
と
政

策
化
、
そ
し
て
闘
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
総
行
動
で
は
、
若
者
雇
用
で
は
県

の
雇
用
政
策
課
に
加
え
県
教
委
の
高
等

部
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
懇
談
、
最
賃
体
験
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
体

験
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
５
月
１
７

日
の
シ
ン
ポ
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
地
域
問
題
で
は
、
商
店
街
進
行
組
合
、

商
工
会
議
所
、
高
知
市
の
商
工
観
光
部
、

ミ
ロ
ク
、
宇
治
電
の
各
経
営
陣
と
の
懇
談

な
ど
を
計
画
し
、
３
月
１
日
の
シ
ン
ポ
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
派
遣
、
最
賃
問
題
で
も
労
働
局
と
話
し

合
い
を
持
ち
ま
す
。
政
策
を
掲
げ
、
県
政
、

労
働
行
政
に
影
響
力
を
持
て
る
運
動
の
通

年
的
な
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。

０
８
春
闘

2/22

2/29

～

総
行
動

２
月
２
７
日

（
水
）

　
　
　
①
県
教
育
委
員
会

　
　
　
②
県
労
働
政
策
課
等

　
　
　
③
宇
治
電
化
学

２
月
２
８
日

（
木
）

　
　
　
①
高
知
運
輸
支
局

　
　
　
②
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会

　
　
　
③
ミ
ロ
ク
製
作
所

２
月
２
９
日

（
金
）

　
　
　
①
高
知
県
商
工
会
議
所

　
　
　
②
高
知
市
商
工
観
光
部

　月　　日          講 座 名            内　　容

第１講座 ２／２５(月)　　労働法制の基礎講座  　すぐに役立つ労働基準法

                                      　　　　　　労働者派遣法の基礎知識の報告

　　　　　　　　　　　　　　オルグのイロハ　    　相談事例を基にオルグの心得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法律の活用法を伝授する

第２講座 ３／１３(木)　　経営分析講座　　　　　労組としての経営分析のイロハを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告する

第３講座 ３／２６(水)　　労働委員会の活用方法　　相談事例を基に労働委員会の活用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方法について提起する。基礎知識の学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　習含む

　　労働審判の活用方法　　　相談事例を基に労働審判の活用方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて。基礎知識の学習含む。

第４講座 ４／１０(木)　　非正規労働者の組織化　　公務職場での非正規労働者の現状と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織化の課題を提起する

第５講座 ４／１９(土)　　実践・事例研究　　　　　具体事例に沿って、訴状（申立書）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答弁書の読み方、争点・主張点の　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　把握などを実戦形式で研修する。

１８時～

１８時～

１８時～

１８時～

１８時～

労働相談講座０８場所は高知城ホール３F 県教組会議室

９

７ ４

４

４

４

９

９

９

９１

１

１

１

７

７

７

６

６

６

５

５

８

８

２

３

５

８

８

８

８

８

８

８

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

９

９

９

９

年
初
め
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

数
独
パ
ズ
ル
の
答
え｢

８
」

ペットボトルの水150 円

同量のコメが９０円

農民連が怒りの集会

トラクター 市内を走る！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
２
６

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
高
知
市
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
央
公
園
で
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
県
農
民
連
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
の
食
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
健
康
を
守

　
　   

　 

　 

　 

　
　
　
　
る
高
知
県
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絡
会
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
農
業
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー

デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
」
が
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
集
会

で
西
森
高
知
農
民
連
会
長
は
「
農
家
の
経

営
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
食
糧

自
給
率
を
向
上
さ
れ
る
た
め
、
高
知
県
の

農
作
物
を
守
る
た
め
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
県
労
連
、
新
婦
人
の
代
表
が

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
集
会
後
の
デ
モ
に
は
９
台
の
ト
ラ
ク

タ
ー
、
３
０
台
の
軽
四
ト
ラ
ッ
ク
が
列
を

つ
く
り
、
「
な
ん
と
か
し
て
や
重
油
高
　
ア

メ
リ
カ
軍
に
は
タ
ダ
じ
ゃ
い
か
」
「
米
を

作
っ
て
も
メ
シ
く
え
ん
！
」
「
わ
や
に
す

な
　
水
よ
り
や
す
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な

ど
と
書
い
た
看
板
を
掲
げ
て
電
車
通
り
、

追
手
筋
を
走
り
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
が
並
ん
で
市
内
を
走
る

と
圧
巻
で
、
多
く
の
通
行
人
か
ら
注
目

を
浴
び
ま
し
た
。

　
農
家
の
時
間
給
は
わ
ず
か
２
５
６
円

で
、
高
知
県
の
最
低
賃
金
６
２
２
円
と

は
ほ
ど
遠
い
金
額
で
す
。

　
西
森
会
長
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
農

業
を
続
け
て
い
く
人
が
い
な
く
な
り
ま

す
。
日
本
の
食
糧
が
ホ
ン
ト
に
危
な
い
」

と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
「
安
全
・
安
心
の
食
糧
を
供

給
す
る
」
「
日
本
の
国
土
と
環
境
を
守

る
」
と
い
う
農
業
の
果
た
し
て
い
る
役

割
が
や
が
て
多
く
の
国
民
の
心
を
と
ら

え
、
政
治
を
変
え
る
力
に
な
る
・
・
・
西

森
会
長
は
集
会
の
成
功
で
確
信
を
持
っ

た
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

　
「
数
独
パ
ズ
ル
」
の
回
答
を
寄
せ
て
い
た

だ
い
た
方
は
２
１
名
で
、
全
員
正
解
で
し

た
。

　
抽
選
の
結
果
、
つ
ぎ
の
方
々
に
図
書

カ
ー
ド
（
千
円
分
）
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。



　
岡
林
妙
子
さ
ん

　
　
　
　
（
自
治
労
連
）



　
松
本
誠
司
さ
ん

　
　
　
　
（
福
祉
保
育
労
）



　
矢
野
み
そ
ら
さ
ん

　
　
　
　
（
県
国
公
）



　
村
越
久
枝
さ
ん

　
　
　
　
（
高
知
市
）



　
小
田
麻
友
美
さ
ん

　
　
　
　
（
越
知
町
）

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
便
り

　
○
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
さ
む
～
い
日
は
栗
焼
酎
を
飲
ん
で

早
く
や
す
み
ま
ー
す
。

　
○
久
し
ぶ
り
に
紙
が
破
れ
る
く
ら
い

ケ
シ
ゴ
ム
で
く
り
返
し
消
し
な
が
ら

や
っ
て
み
た
の
で
す
が
・
・
・


